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［編集・発行]三箇自治会事務局 

〒574-0077 大東市三箇４丁目 1番 5号 

2014年(平成26年) ９月 

Ｎｏ．６ 

三箇自治会館 ℡072-873-8878 

 
大東八景・緑風のささやき 

SANGA DAITO OSAKA 

 

(8 月 17 日) 

 

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」
で
す
。
８

月
３０
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
防
災
週

間
に
は
、
全
国
的
に
防
災
に
関
す
る
様
々

な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
も
冬
期
の
豪
雪
、
台
風
や
前
線
の

停
滞
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。 

８
月
１６
日
と
１７
日
の
２
日
間
に
降
っ

た
雨
の
量
が
、
京
都
府
福
知
山
市
や
岐
阜

県
高
山
市
等
で
観
測
史
上
１
位
を
更
新
す

る
な
ど
、
近
畿
、
北
陸
、
東
海
地
方
を
中

心
に
大
雨
と
な
り
、
大
き
な
被
害
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

更
に
、
８
月
２０
日
未
明
に
は
広
島
市
北

部
を
局
地
的
な
豪
雨
が
襲
い
、
土
石
流
に

よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
は
、
甚
大
な
被
害

を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。 

災
害
は
、
何
時
や
っ
て
く
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
の
後
、
住
民
の

防
災
意
識
は
、
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
災
害
に

つ
い
て
考
え
、
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大

災
害
時
に
お
い
て
も
適
切
な
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

自
治
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
災
害
に

備
え
、
防
災
資
機
材
の
整
備
や
防
災
訓
練

の
実
施
等
に
よ
り
地
域
の
防
災
力
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

消防初期消火訓練 
「野崎飯盛ハイキング道」 

 

 

『
防
災
週
間
』
８
月
３０
日
～
９
月
５
日 

 

 
 平成２６年度大東市自治区提案事業の一環として、

自治会会員の文化芸術活動と生きがいづくりを促進

するため作品展を開催します。多数の方々の出展をお

待ちしています。 

 

［開催期間］ 

・１０月２日(木)～１１月３０日(日) 

午前９時～午後５時 

<ただし、各週水曜日を除く。> 

［開催場所］ 

 ・三箇自治会館２階（高齢者交流センター） 

［展示部門］ 

 ・絵画、彫刻、工芸(陶芸等)、書、写真、手芸など 

［出展条件］ 

 ①出展者 

・三箇自治会の会員 

・高齢者交流センター利用登録者 

 ②出展作品 

  ・平成２５年１月以降に出展者により創作され

たもので、１人１点 

［出展申込］ 

 ・出展申込書(自治会館２階に備付)に所定の事項

を記入し、自治会事務局(自治会館２階)に提出 

［出展申込受付期間］ 

・９月４日(木)～９月３０日(火) 

午前９時～午後５時 

<ただし、各週水曜日を除く。> 

［作品の搬入］ 

・９月２５日(木)～９月３０日(火) 

午前９時～午後５時 

［その他］ 

 ・出展者には、記念品をお渡しします。 

 

 

 

 

 

［問い合わせ］ 

・自治会事務局(自治会館２階) 

(電話) 072-873-8878 
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⑥
初
期
消
火
器
具
格
納
箱
の
設
置 

・
三
箇
１
丁
目
、
三
箇
３
丁
目
及
び
三
箇
５
丁

目
の
消
火
活
動
困
難
地
域 

・
三
箇
４
丁
目
地
内 

 

回
答 

本
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
５
月
３０
日

の
申
込
み
締
切
日
ま
で
に
申
込
み
が

あ
っ
た
８
基
に
つ
い
て
手
続
き
を
行

い
設
置
す
る
。 

三
箇
地
区
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の

申
込
み
時
期
に
申
込
み
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。 

⑦
防
災
資
機
材
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保 

・
三
箇
第
１
公
園
内
（
三
箇
６
丁
目
） 

・
三
箇
１
丁
目
第
２
幹
線
広
場
西
側
高
架
道
路

下
部 

回
答 

現
地
立
会
の
も
と
、
占
用
場
所
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
。 

⑧
三
箇
１
丁
目
地
内
尼
の
川
の
適
正
管
理 

 

回
答 

尼
の
川
へ
の
送
水
ポ
ン
プ
及
び
循
環

ポ
ン
プ
が
老
朽
化
し
、
水
位
が
不
安

定
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

年
度
中
に
ポ
ン
プ
等
の
設
備
を
更
新

す
る
。
河
床
の
清
掃
は
、
５
月
に
行

っ
て
い
る
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
適

宜
行
う
。 

⑨
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
４
基
） 

 

回
答 

平
成
２２
年
度
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
自
治
区
に
対
し
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
現
在
、

本
市
に
お
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

直
接
設
置
し
て
い
な
い
た
め
、
自
治

区
で
設
置
す
る
場
合
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
補
助
金
を
活
用
さ
れ
た
い
。 

      

全
般
事
項 

 

①
三
箇
１
丁
目
地
内
市
道
江
ノ
口
大
箇
線
の
緑

道
化 

回
答 

当
該
水
路
跡
地
に
つ
い
て
は
、
緑
道

化
の
計
画
は
な
い
。
こ
の
市
道
に
は

歩
道
が
な
く
、
緑
道(

花
壇)

を
含
め
た

整
備
に
つ
い
て
地
元
と
協
議
す
る
。 

②
深
北
橋
の
塗
装
改
良 

 

回
答 

高
欄
の
塗
装
改
良
は
、
今
年
度
に
対

応
す
る
。 

③
三
箇
４
丁
目
、
三
箇
６
丁
目
地
内
水
路
の
し

ゅ
ん
せ
つ
清
掃 

 

回
答 

農
業
用
水
の
利
用
時
期
を
確
認
し
な

が
ら
、
平
成
２７
年
１
月
末
ま
で
に
し

ゅ
ん
せ
つ
清
掃
を
実
施
す
る
。 

④
三
箇
１
丁
目
会
所
橋
か
ら
三
箇
５
丁
目
五
軒

堀
新
橋
間
寝
屋
川
右
岸
の
垂
直
緑
化
帯
の
適

正
管
理 

 

回
答 

職
員
に
よ
る
巡
回
確
認
を
行
い
、
通

行
の
支
障
と
な
る
樹
木
に
つ
い
て

は
、
せ
ん
定
を
行
う
。 

⑤
三
箇
４
丁
目
担
当
民
生
委
員
の
増
員 

回
答 

今
後
行
わ
れ
る
一
斉
改
選
時
に
民
生

委
員
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
担

当
地
区
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。 

な
お
、
市
内
全
域
で
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
欠
員
箇
所
が
あ
る
の
で
困
難

な
状
況
に
あ
る
。 

ま
た
、
現
委
員
の
担
当
地
区
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

相
互
の
了
承
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ

る
。 

 

８
月
７
日
付
け
で
、
大
東
市
長
か
ら
要
望

に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
８
月
２９
日
に
は
、
各
担
当
課
長

と
の
懇
談
会
を
も
ち
、
回
答
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
市
の
回
答
に
理
解

が
で
き
な
い
事
項
に
つ
い
て
再
度
の
要
望

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス

の
印
刷
期
限
の
都
合
に
よ
り
、
そ
の
内
容

は
、
次
号(

１０
月
号)

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

重
点
事
項 

①
１
丁
目
地
内
中
戸
水
路
整
備
事(

残
区
間)

の
早
期
施
行 

 

回
答 

今
年
度
、
前
回
整
備
箇
所
か
ら
市
道

三
箇
１
丁
目
１
号
線
ま
で
の

１７０
メ

ー
ト
ル
区
間
に
つ
い
て
設
計
委
託

の
発
注
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
整
備

工
事
の
た
め
の
測
量
及
び
設
計
を

行
う
。 

②
三
箇
５
丁
目
水
路(

市
道
住
道
四
ノ
宮
線
沿

い)

の
遊
歩
道
化
事
業
の
早
期
施
行 

 

回
答 

当
該
箇
所
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
、

昨
年
度
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し

た
。
自
治
会
及
び
地
域
住
民
の
意
見

を
踏
ま
え
、
整
備
方
法
に
つ
い
て
協

議
す
る
。 

③
三
箇
６
丁
目
地
内
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理

業
者
の
公
害
対
策 

 

回
答 

騒
音
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
騒
音
規

制
法
及
び
大
阪
府
生
活
環
境
の
保

全
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
騒
音
発
生
源
事
業
所
が
存
在
す

る
市
町
村
に
指
導
権
限
が
あ
る
。 

本
件
に
関
し
て
は
、
事
業
所
の
所
在

地
が
寝
屋
川
市
に
あ
る
た
め
、
大
東

市
に
は
指
導
権
限
は
な
い
。 

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
相
談
を

受
け
た
際
に
は
、
寝
屋
川
市
に
相
談

い
た
だ
く
よ
う
説
明
す
る
と
と
も

に
、
寝
屋
川
市
に
対
し
問
題
の
解
決

に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。 

     

④
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
等
補
助
金
交
付
基
準

の
改
正 

 

回
答 

こ
の
制
度
は
、
防
犯
灯
取
替
助
成
事

業
終
了
後
の
一
時
的
な
制
度
と
位
置

づ
け
て
お
り
、
本
市
内
全
て
の
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
早
期
に
達
成
す
る

た
め
、
面
積
、
世
帯
数
等
を
基
準
と

す
る
こ
と
を
含
め
た
施
策
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。 
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三
箇
１
丁
目
関
係 

 

①
正
覚
寺
前
か
ら
上
三
箇
保
育
園
ま
で
の
間
の

旧
水
路
敷
の
除
草
及
び
中
高
木
の
せ
ん
定 

 

回
答 

せ
ん
定
及
び
除
草(

第
１
回)

は
、
９
月

末
ま
で
に
実
施
し
、
第
２
回
目
の
除

草
は
、
１１
月
ま
で
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
桜
の
木
等
の
毛
虫
対
策
は
、
必

要
に
応
じ
て
薬
剤
散
布
を
行
う
。 

②
中
戸
水
路
の
除
草 

 

回
答 

第
１
回
目
は
、
７
月
２９
日
に
実
施
し

た
。
第
２
回
目
は
、
１１
月
末
ま
で
に

実
施
す
る
。 

③
中
戸
水
路
水
門
扉
の
改
良
及
び
適
正
管
理 

 

回
答 

水
門
の
開
閉
操
作
の
軽
量
化
を
試
み

る
た
め
、
開
閉
器
の
分
解
整
備
を
行

っ
た
。
ま
た
、
ご
み
上
げ
に
つ
い
て

は
、
ス
ク
リ
ー
ン
箇
所
の
清
掃
を
週

１
回
実
施
し
て
い
る
。 

 

④
三
箇
１
丁
目
第
２
幹
線
広
場
の
除
草
及
び
樹

木
の
適
正
管
理 

 

回
答 

除
草
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
に
指

示
を
徹
底
し
て
対
応
す
る
。
ま
た
、

樹
木
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
安
全
点

検
時
に
状
況
を
は
握
し
、
せ
ん
定
を

行
う
。 

⑤
民
地
の
適
正
管
理
指
導 

 

回
答 

「
大
東
市
環
境
の
保
全
等
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
第
５０
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
７
月
１７
日
に
所
有
者
に
対
し

適
正
管
理
を
指
導
し
た
。 

・
太
陽
電
池
時
計
の
設
置 

 

回
答 

本
年
度
中
に
、
三
箇
第
２
公
園
又
は

三
箇
第
３
公
園
の
い
ず
れ
か
に
設
置

す
る
。
な
お
、
規
模
の
大
き
い
公
園(

近

隣
公
園)

に
お
い
て
も
設
置
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
今
年
度
中

に
設
置
で
き
な
か
っ
た
公
園
に
つ
い

て
は
、
次
年
度
以
降
に
同
規
模
の
公

園
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
順
次

設
置
す
る
。 

・
雨
水
取
水
桝
の
土
砂
し
ゅ
ん
せ
つ 

 

回
答 

施
設
の
安
全
点
検
時
に
取
水
桝
の
土

砂
堆
積
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、

泥
溜
に
概
ね
８
割
以
上
溜
ま
っ
て

い
れ
ば
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
。 

③
三
箇
自
治
会
館
前
バ
ス
停
に
「
バ
ス
停
シ
ェ

ル
タ
ー
」
を
設
置 

 

回
答 

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の

停
留
所
は
、
５０
箇
所
ほ
ど
あ
る
が
、

シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

停
留
所
は
な
い
。
本
路
線
は
、
定
時

定
路
線
型
バ
ス
で
、
比
較
的
時
刻
表

ど
お
り
運
行
し
て
お
り
、
待
合
い
時

間
も
短
時
間
で
あ
る
。
他
の
停
留
所

を
含
め
、
現
在
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
は
検
討
し
て
い
な
い
。 

④
啓
発
サ
イ
ン
看
板
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
製
か
ら
従

前
品
の
ア
ク
リ
ル
製
に 

 

回
答 

平
成
２３
年
度
か
ら
ラ
ミ
ネ
ー
ト
製
に

変
更
し
て
い
る
。
性
能
上
の
不
便
等
、

不
満
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
ア
ク

リ
ル
製
に
変
更
の
予
定
は
な
い
。 

   

・
シ
ェ
ル
タ
ー(

雨
よ
け
設
備)

の
設
置 

 

回
答 

市
域
全
体
の
公
園
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
そ
の
必
要
性
や
方
法
に
つ
い
て

検
証
す
る
。 

・
太
陽
電
池
時
計
の
設
置 

 

回
答 

本
年
度
中
に
、
三
箇
第
２
公
園
又
は
三

箇
第
３
公
園
の
い
ず
れ
か
に
設
置
す

る
。 

・
防
火
水
槽
の
設
置 

 

回
答 

市
内
全
域
に

１０２
箇
所
設
置
し
て
お

り
、
消
防
活
動
に
お
け
る
水
源
の
確

保
は
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
住
宅
開
発
等
に
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
る
。 

・
南
東
出
入
口
前
に
移
動
式
バ
リ
ガ
ー
を
設
置 

 

回
答 

９
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
。 

・
雨
水
取
水
桝
の
土
砂
し
ゅ
ん
せ
つ 

 

回
答 

施
設
の
安
全
点
検
時
に
取
水
桝
の
土

砂
堆
積
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、

泥
溜
に
概
ね
８
割
以
上
溜
ま
っ
て
い

れ
ば
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
。 

②
三
箇
第
３
公
園
の
改
良 

・
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

 

回
答 

市
内
１８
箇
所
の
公
園
ト
イ
レ
の
う
ち

８
箇
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
、
三
箇
第
３
公
園

も
順
次
改
良
す
る
。 

・
外
周
部
管
理
フ
ェ
ン
ス
下
の
防
草
対
策 

 

回
答 

モ
ル
タ
ル
等
の
打
設
を
含
め
、
防
草
対

策
と
な
る
方
法
を
検
討
し
、
本
年
度

中
に
実
施
す
る
。 

⑥
三
箇
１
丁
目
１１
番
先
道
路
の
排
水
対
策 

 

回
答 

側
溝
蓋
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
な
対
策
が

可
能
で
あ
る
。
平
成
２６
年
度
～
２８
年

度
の
３
か
年
で
実
施
す
る
。 

⑦
三
箇
１
丁
目
１１
番
先
道
路
側
溝
の
暗
渠
化 

 

回
答 

平
成
２６
年
度
～
２８
年
度
の
３
か
年

で
実
施
す
る
。 

  

三
箇
３
丁
目
関
係 

①
三
箇
３
丁
目
１
番
、
２
番
、
３
番
及
び
４
番

地
内
道
路
の
舗
装
改
良 

 
回
答 

通
行
に
支
障
を
来
す
ま
で
の
劣
化

は
し
て
い
な
い
が
、
ヘ
ア
ー
ク
ラ
ッ

ク
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
舗
装
面
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
の
で
、
自
治
会
区
域
全
体
の
年

次
計
画(

平
成

２７
年
度
～

２８
年
度)

を
策
定
し
対
応
す
る
。 

②
三
箇
３
丁
目
６
番
先
交
差
点
に
道
路
停
止

線
を
設
置 

 

回
答 

９
月
末
ま
で
に
対
応
す
る
。 

  

三
箇
４
丁
目
関
係 

①
三
箇
第
２
公
園
の
改
良 

・
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

 

回
答 

市
内
１８
箇
所
の
公
園
ト
イ
レ
の
う

ち
８
箇
所
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
三
箇
第
２
公

園
も
順
次
改
良
す
る
。 
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平
成
２６
年
度
第
２
回
防
犯
警
戒(

夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル)

を
９
月
６
日
（
土
）
午
後
８
時
３０
分

か
ら
実
施
し
ま
す
。 

   

⑤
道
路
舗
装
及
び
側
溝
の
改
良 

・
三
箇
４
丁
目
３
番
先
道
路
側
溝
の
改
良 

 

回
答 
水
た
ま
り
を
確
認
し
補
修
し
た
。 

・
三
箇
４
丁
目
地
内
道
路
の
舗
装
改
良 

 

回
答 

通
行
に
支
障
を
来
す
ま
で
の
劣
化
は

し
て
い
な
い
が
、
ヘ
ア
ー
ク
ラ
ッ
ク

等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
舗
装
面
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
の
で
、
自
治
会
区
域
全
体
の
年

次
計
画(

平
成
２７
年
度
～
２８
年
度)

を
策
定
し
対
応
す
る
。 

・
三
箇
４
丁
目
４
番
先
交
差
点
道
路
停
止
線
の

再
マ
ー
キ
ン
グ 

回
答 

７
月

１７
日
に
警
察
署
に
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。 

⑥
道
路
側
溝
雨
水
取
水
桝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の

改
良 

 
 

回
答 

当
該
地
区
内
の
調
査
を
行
い
、
公
園

の
近
傍
、
通
学
路
を
中
心
に
施
行
す

る
。 

⑦
民
地
の
適
正
管
理
指
導 

 
 

回
答 

適
正
に
管
理
す
る
よ
う
、
所
有
者
に

対
し
指
導
す
る
。 

  

三
箇
５
丁
目
関
係 

①
三
箇
５
丁
目
水
路(

市
道
住
道
四
ノ
宮
線
沿

い)

の
除
草
及
び
道
路
照
明
灯
の
設
置 

 

回
答 

第
１
回
目
の
除
草
は
、
６
月
に
実
施

し
た
。
第
２
回
目
は
１１
月
ま
で
に
実

施
す
る
。
ま
た
、
道
路
照
明
に
つ
い

て
は
、
水
路
の
改
修
時
期
に
合
わ
せ

て
設
置
に
つ
い
て
計
画
す
る
。 

 
 

  

◇
９
月
６
日(

土) 

 
 

・
防
犯
警
戒
（
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
） 

◇
９
月
１３
日(

土) 

 
 

・
総
務
委
員
会 

◇
９
月
２０
日(

土) 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
申
込
み
締
切 

     

◇
９
月
２１
日(

日) 

 
 

・
役
員
会 

◇
９
月
２２
日(

月) 

・
事
務
局
会
議 

・
広
報
編
集
ｗ
ｅ
ｂ
運
用
委
員
会 

◇
９
月
２５
日(

木) 
 

 
 

・
三
箇
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
（
１０
月
号
）

印
刷 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
許
可
者
発
表 

◇
９
月
２６
日(

金) 

・
広
報
「
だ
い
と
う
」
（
１０
月
号
） 

受
け
取
り
・
仕
分
け 

 

②
三
箇
５
丁
目
２
番
地
内
道
路
の
舗
装
改
良 

 

回
答 

現
地
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
路
面
状

態
が
良
好
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

の
舗
装
改
良
は
不
要
で
あ
る
。 

③
消
防
団
第
１０
分
団
車
庫
隣
の
下
水
道
本
管

の
清
掃
（
追
加
要
望
事
項
） 

 

回
答 

９
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
。 

    

三
箇
６
丁
目
関
係 

①
三
箇
６
丁
目
４
番
先
道
路
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
設
置 

 
 

回
答 
近
隣
住
民
の
了
承
が
得
ら
れ
た
ら
、

１０
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
。 

②
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
清
掃 

・
三
箇
６
丁
目
５
番
先 

・
三
箇
６
丁
目
１１
番
か
ら
２２
番
先 

 

回
答 

農
業
用
水
の
利
用
時
期
を
確
認
し
な

が
ら
、
平
成
２７
年
１
月
末
ま
で
に
し

ゅ
ん
せ
つ
清
掃
を
実
施
す
る
。
ご
み

の
清
掃
は
、
月
１
回
行
っ
て
い
る
。 

③
深
野
北
２
丁
目
深
北
ポ
ン
プ
場
か
ら
三
箇

６
丁
目
２
番
先
交
差
点
ま
で
の
間
の
道
路

の
除
草
清
掃 

 

回
答 

８
月
末
ま
で
に
除
草
及
び
側
溝
の
清

掃
を
行
う
。 

④
駐
車
禁
止
看
板
の
設
置 

・
三
箇
６
丁
目
２０
番
先 

・
三
箇
６
丁
目
１５
番
か
ら
２２
番
の
間 

 

回
答 

看
板
を
自
治
会
に
引
き
渡
し
た
。 

⑤
三
箇
６
丁
目
１
番
先
五
軒
堀
新
橋
か
ら
寝
屋

川
市
界
ま
で
の
間
の
道
路
法
面
の
除
草 

 

回
答 

７
月
１６
日
に
管
理
者
の
寝
屋
川
水
系

改
修
工
営
所
に
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。
除
草
回
数
は
、
年
１
回
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。 

⑥
三
箇
６
丁
目
２０
番
先
道
路
側
溝
上
の
鉄
板
の

撤
去 

 

回
答 

個
人
が
車
等
の
駐
車
の
た
め
に
設
置

し
た
も
の
で
あ
り
、
鉄
板
の
所
有
者

が
不
明
で
あ
れ
ば
市
で
撤
去
す
る
。

ま
た
、
側
溝
が
オ
ー
プ
ン
で
も
、
機

能
上
問
題
は
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。 
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『
三
箇
む
つ
み
会
』 

 三
箇
む
つ
み
会
は
、
三
箇
６
丁
目
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
の
会
員
数
は
６３
名
で
、

会
員
の
親
睦
や
健
康
活
動
、
地
域
で
の
清
掃
美

化
、
子
ど
も
安
全
見
守
り
活
動
な
ど
、
多
方
面

の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

★
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動 

 

・
三
箇
小
学
校
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊 

・
地
域
の
清
掃
美
化
活
動 

・
空
き
缶
回
収 

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

・
友
愛
訪
問
活
動 

・
花
見
会 

・
カ
ラ
オ
ケ
親
睦
交
流 

 

・
校
区
福
祉
委
員
会
活
動 

★
平
成
２６
年
度
役
員
（
敬
称
略
） 

 
 

会 
 

 
 

長 
 

羽 

生 

薫 

章 

副 
 

会 
 
 

長 
 

辻 

子 

孝 

男 

副
会
長(

会
計)  

 
松 

本 

勝 

子 

会 

計 

監 

査 
 

中 

村 

鎮 

夫 

会 

計 

監 

査 
 
 

辻 
本 

幸 

雄 

羽生薫章 会長 

 

 

  

 
［連絡先］ 

防火クラブ委員長 岡本恭子 

（電話）072-872-5271 

 
［連絡先］ 

防犯委員会三箇支部長 片山茂雄 

(電話) 072-874-1010 

三箇小学校 

  

 

昨
年
度
か
ら
市
に
要
望
し
て
い
ま
し
た

三
箇
第
３
公
園
（
三
箇
４
丁
目
）
の
改
良
と

上
三
箇
第
１
児
童
遊
園
（
三
箇
５
丁
目
）
の

遊
具
設
置
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。 

                 

 
 

 
 

 
 

 

リ
ー
ダ
ー 

福
永
禮
子 

 

私
た
ち
２０
名
の
会
員
は
、
毎
月
、
第
１
・

第
３
日
曜
日
に
、
童
謡
、
演
歌
を
中
心
に
大
正

琴
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
定
例
練
習
の
ほ
か
、
小
学
校
や
老
人

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
福
祉
施
設
へ
訪

問
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設 

で
は
、
大
正
琴
に
合
わ 

せ
て
み
ん
な
で
歌
い
、 

楽
し
い
時
間
を
共
に
過 

ご
し
て
い
ま
す
。
と
て 

も
勉
強
に
な
り
、
又
、 

励
み
に
も
な
り
ま
す
。 

 

『
和
』
の
心
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
「
つ
な
が

り
」
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

大
正
琴
に
興
味
の
あ
る
方
、
男
女
を
問
わ
ず

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
年
に
１
回
、

発
表
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
１１
月

の
第
３
日
曜
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
度
、

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

  
スプリング遊具２基 

(上三箇第１児童遊園) 

遊具コーナーにフェンス 

(三箇第３公園) 

３連の低鉄棒(三箇第３公園) 

 

『
三
箇
大
正
琴
同
好
会
』 
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前
者
は
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
何
か

ご
ざ
い
ま
す
か
」
等
の
「
声
掛
け
」
が
あ

る
の
で
す
が
、
学
校
は
「
知
ら
ん
振
り
」

で
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
学
校
も
似
た
り

寄
っ
た
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
変
だ
な

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
益
々
、
学
校
に

「
興
味
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。 

前
会
社
も
五
十
を
過
ぎ
て
定
年
も
近
づ

き
ま
し
て
、（
銀
行
は
早
い
の
で
す
）
大
阪

府
の
公
募
に
挑
戦
し
採
用
さ
れ
た
訳
で
あ

り
ま
す
。
当
時
の
募
集
は
、
大
東
・
豊
中

・
東
大
阪
・
大
阪
狭
山
・
寝
屋
川
の
５
市

で
あ
り
ま
す
。
各
人
が
自
由
に
選
べ
る
仕

組
み
で
あ
り
ま
し
た
。 

大
東
市
は
、
確
か
「
し
っ
か
り
し
た
組

織
を
作
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
人

材
」
を
求
む
と
謳
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
私
の
中
で
は
最
も
や
り
甲
斐
が
あ

る
「
市
」
で
あ
る
と
思
っ
た
次
第
で
す
。 

さ
て
、
学
校
に
着
任
し
て
び
っ
く
り
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
会
議
」
、

も
う
一
点
は
「
報
連
相
」
で
し
ょ
う
か
。

「
職
員
会
議
」
な
る
も
の
が
、
会
議
と
い

う
よ
り
も
、
意
見
交
換
会
・
討
論
会
な
の

で
あ
り
ま
す
。 

ど
こ
の
会
社
も
そ
う
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
が
知
っ
て
い
る
若
い
時
か
ら

の
「
会
議
」
は
、
所
謂
、
そ
の
組
織
の
長

（
支
店
長
で
あ
っ
た
り
、
○
○
課
で
あ
れ

ば
課
長
で
あ
っ
た
り
）
を
筆
頭
と
す
る

「
報
告
」
や
「
ツ
メ
」
で
あ
り
ま
し
た
。 

『
三
箇
小
学
校
で
の
二
年
半
の
雑
感
』 

三
箇
小
学
校
校
長 

小
田
村
直
昌 

      

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

。
学
校
の
校
庭
も
乾
き
き
っ
た
感
じ
で
あ

り
ま
す
。 

さ
て
、
今
月
は
、
私
が
三
箇
小
学
校
に

赴
任
し
て
か
ら
の
雑
感
を
簡
単
に
纏
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
の

「
触
れ
合
い
」
の
一
環
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

元
々
、
教
育
の
世
界
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
齢
四
十
過
ぎ
か
ら
で
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
公
立
に
し
ま
し
て
も
私
立
に
し

ま
し
て
も
、
学
校
に
対
す
る
「
違
和
感
」

が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
授
業
参
観
」
等
で
た
ま
に
踏
み
入
れ

る
「
学
校
」
は
、「
閉
ざ
さ
れ
た
」
感
じ
が

強
か
っ
た
で
す
。
先
生
も
「
上
か
ら
目
線
」

の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
ま
し
た
。
所
謂
、

「
初
め
て
入
る
お
店
」
と
か
、「
初
め
て
行

く
銀
行
」
と
か
で
感
じ
た
空
気
と
「
同
じ

空
気
」
で
あ
り
ま
す
。
違
う
と
こ
ろ
は
あ

る
一
点
～
「
挨
拶
」
～
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
故
、
こ
の
「
職
員
会
議
」
や
「
企
画

会
議
」
は
、
ト
ッ
プ
に
対
し
て
、
「
意
見
か

文
句
か
」
を
自
由
に
言
い
ま
す
の
で
驚
い
た

訳
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
で
い
て
、
何
か
起
こ

っ
た
時
の
「
報
告
」
が
な
か
っ
た
り
、
遅
か

っ
た
り
で
、
事
が
進
ん
で
き
て
「
ど
う
し
ま

し
ょ
う
か
？
」
な
の
で
あ
り
ま
す
。 

一
般
の
組
織
で
は
、
こ
の
「
報
告
」
は
、

最
も
重
要
視
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
先
生
た
ち
は
、
社
会
に
出

た
途
端
に
「
先
生
」
で
す
し
、
上
司
か
ら
教

わ
ら
な
い
の
で
仕
方 

な
い
こ
と
か
も
し
れ 

ま
せ
ん
。
あ
る
意
味 

「
可
哀
そ
う
」
な
の 

で
す
。
（
最
近
、
言
っ 

て
も
わ
か
ら
な
い
人 

は
私
は
「
可
哀
そ
う
」 

と
思
う
よ
う
に
な
っ 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
） 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
で
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
「
挨
拶
」
や
「
報
告
」
や
「
会
議
」
等

が
「
閉
ざ
さ
れ
た
塀
の
中
」
で
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
「
学
校
現
場
」
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
、
あ
る
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
世
間

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
や

「
ク
レ
ー
マ
ー
」
な
る
保
護
者
の
方
は
、
私

は
存
在
し
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
先
生
た
ち
は
、
「
子
ど
も
」
と
は
話
す
こ

と
が
で
き
て
も
、
所
謂
、
「
折
衝
」
や
「
交

渉
」
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、 

そ
う
い
っ
た
「
虚
構
の
言
葉
」
が
出
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
経
験
と
勉
強
で
あ

り
ま
す
。
私
は
、
当
初
赴
任
し
た
時
か
ら

教
育
委
員
会
に
は
、「
教
職
員
の
社
会
性
の

研
修
を
し
な
い
と
駄
目
で
す
。
」
と
申
し
上

げ
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
も
し
も
私

が
逆
の
立
場
で
し
た
ら
、
新
人
の
導
入
の

研
修
な
ど
、
真
っ
先
に
「
民
間
人
校
長
」

に
講
師
を
お
願
い
す
る
の
で
す
が
。 

一
方
、
私
も
、
こ
の
二
年
半
で
色
々
な

こ
と
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
ど
う
取
ら
れ
る
か
は
今
後
に
委
ね
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
某
委
員
会
の
某
委
員

さ
ん
は
、
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
「
校

長
な
ら
当
た
り
前
」
と
言
っ
た
ら
し
い
の

で
す
。
こ
の
人
は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
同
時
期
に
採
用
さ

れ
た
民
間
人
校
長
は
、
四
名
お
り
ま
す
が
、

中
々
、
思
う
よ
う
に
学
校
運
営
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
し
、
況
し
て
教
員
あ
が
り
の
校

長
は
言
わ
ず
も
が
な
で
し
ょ
う
か
。
相
当

な
意
志
と
頑
強
な
精
神
力
が
必
要
と
思
い

ま
す
。 

で
は
、
自
分
が
そ
う
か
と
言
う
と
、
学

校
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
教

職
員
に
恵
ま
れ
た
か
ら
、
色
々
な
こ
と
が

で
き
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
某
委

員
に
一
笑
に
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り

に
も
、「
馬
鹿
に
さ
れ
た
」
こ
と
と
思
え
る

の
で
あ
り
ま
す
。 
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さ
て
、
三
箇
と
い
う
地
域
で
あ
り
ま
す

が
、
私
は
、「
大
好
き
」
で
あ
り
ま
す
。
元
々
、

大
東
市
に
採
用
さ
れ
て
、
た
ま
た
ま
三
箇

小
学
校
に
赴
任
致
し
ま
し
た
。
区
長
さ
ん 

を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
も
随
分
ご
指

導
を
賜
り
、
大
変
楽
し
く
や
っ
て
こ
れ
た

の
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
三
箇
は
、
地
域
と
し
て
発

展
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
古
き
よ

き
郷
土
の
伝
統
を
守
っ
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
担
う
の
が
今

の
三
箇
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

他
市
の
言
葉
で
恐
縮
で
す
が
、
寝
屋
川

で
は
、「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
唱

え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
正
に
三
箇
の
子

ど
も
は
、
三
箇
で
育
て
て
勉
強
し
、
三
箇

を
発
展
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。 

    

私
は
、
関
東
の
生
ま
れ
で
あ
り
ま
す
が
、

三
箇
を
第
二
の
故
郷
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
当
初
は
、
私
の
「
民
間
人
校
長
」
と

し
て
の
裁
量
や
施
策
を
大
東
市
全
体
に
広

め
た
い
、
少
し
で
も
大
東
市
に
寄
与
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
中
々
、
展

開
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
寂
し
い
限
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
唯
、
こ
の
三
箇
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
随
分
、
還
元
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
が
最
後
の
三
年
目
と
な
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
の
三
年
間
に

私
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
を
引
き

続
き
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
、

地
域
で
育
て
て
」
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
山 

ほ
ど
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
こ
の
辺

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
、
紙
面
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
れ

ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
月
ま
で
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
き
た
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

 

８月２６日(火)     始業式 

９月２８日(日)     三箇小祭り 

１０月３～４日(金・土)  修学旅行 

１１月２０日(木)     音楽発表会 

１２月 ５日(金)     マラソン大会 

１２月１６日～１９日   図工作品展 

(火～金)  

１２月２４日(水)     終業式 

２学期の学校行事等 

 

   

 

９月２１日(日)から３０日(火)まで 

 

 

 

 

『こども会に入っていない子でも！ 

ソフトボールが好きな女の子！ 

一度、練習を見に来てください！』 

いつでも入部できますよ！ 

 

［連絡先］監督（田渕憲一） 

           ℡．072-874-4641 

［練習］ 

日時：土曜日・日曜日 

 午前９時から 

  場所：三箇小学校運動場 



三箇自治会ニュース           第６号 平成２６年９月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<8> 

 

 

 

 

 

平成 25 年運動会 

 

 

 上三箇保育園 

 

［日時］９月２７日（土） 

      ９：００～１２：００ 

＜雨天の場合：１０月４日(土)＞ 

［場所］三箇第３公園 

地域の就学前のお子さん(親子)

や小学生を対象とした競技があ

りますので、是非、ご参加くださ

い。 

 

 

 

［日時］ ９月４日（木） 

       １０：００～１１：３０ 

［場所］  上三箇保育園 ホール 

 

三箇第１老人クラブ(三箇１丁目)の皆様と

の交流会です。短い時間ですが、２～５歳

の子どもたちと「ゲーム」や「出し物」な

ど、楽しい会になるように計画しています。

多数の方のご参加をお待ちしています。 

 
 

 

［日時］１０月４日(土) 

       ９時～１２時 

<雨天の場合１０月７日(火)> 

 ［場所］上三箇保育園 園庭 

 

 

  

◇
９
月
２
日(

火) 

・
定
例
役
員
会 

◇
９
月
１７
日(

水) 

・
芸
能
鑑
賞
会
『
三
箇
い
き
い
き
寄
席
』 

◇
介
護
予
防
体
操(

元
気
で
ま
っ
せ
体
操) 

・
９
月
３
日(

水) 

・
９
月
１０
日(

水) 

 
 

・
９
月
２４
日(

水) 

(

開
始
）
午
前
１０
時 

(

場
所
）
三
箇
自
治
会
館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《三箇いきいき寄席》 

 

［開演］９月１７日(水)午後１時３０分 

(進行)前田写楽 

 

芸能鑑賞会へのご案内 

［場 所］三箇自治会館 

［演 目］落語・三題(よしもと落語) 

［対 象］６５歳以上の方 

［木戸銭］無料 

＜お願い＞ 

混雑事故防止のため、満席に 

なり次第、入場を制限します。 


